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活力あるまちづくりを進める活動の拠点として 

                     住民活動ふれあいまつり 201２実行委員会 

                                 委員長 塚田 湧長 

清々しい青空が広がる好天気の中、1,800 名を超える町民の皆様が集い、「ふれあいまつり 2012」

が開催されました。開会に先立ち少子高齢化に対処する有効手段として“シニアが一歳若返れば・・・”

とご提案させていただきました。会場全体に広がる喧騒とも言えそうな「会話の波」は、その実現の第

一歩を示唆された様な思いがし、たくましささえ受けました。更には今年が“エポック・メーキングの

年”となり得ることについても、『私も団塊の世代です』という声が複数の方からかかり、その潜在力

の強さも感じました。来年は「ふれあいまつり」の 10 周年にあたり、時を同じくして 2,700 名に及

ぶ住民活動予備軍である「団塊の世代」の第一期生を迎える大切な年でもあります。 

今年のテーマである【つ・な・ぐ ～今から ここから できること～】を具現化し住民活動の活性を

期しひいては町の活性化をみんなで進めましょう。 

 

住民活動ふれあいまつり２０１２ 

１０/２１（日）開催 

今から ここから できること 

もったいない陶器市は陶器をゴ

ミではなく再利用（リユース）して

ゴミ減量を目指すものです。多くの

町民の方の協力で約３００ｋｇの

陶器が集まり、再利用するために当

日持ち帰りしていただきました。

「市」に設置した東日本震災の義援

金に沢山の協力があり、福島県の

NPO を通してお正月用のもち米（栄

町産）６０kg を被災地に送ります。

ありがとうございました。 

もったいない陶器市 

町の活性化をみんなで進めましょう 

 

 

ダンボールで自由に遊ぶ子ども達 


